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実物から住まいと建築を学ぶ手法について
一江戸東京たてもの闘を例として一
岡田悟，森田元志
A method of studying architecture by visiting building itself 
- In the case of Edo-Tokyo-Tatemono-Enー
Sαtoru OKADA， ，Motoshi MORITA 
Abstract 
In this report we introduce a method of studying architecture by visiting building itself. 
By visiting building one can get more information than by reading or checking in a net. 
Proper guiding or giving keywords aids visitors. We consider Edo-Tokyo-TatemonφEn 
(outdoor architectural museum in Tokyo) and study buildings through the viewpoints of 7 
keywords such as temporary building， preservation of building. law and building and so on. 
キーワード:visit 見学.study 学習.architecture 建築.
outdoor architectural museum 野外建築博物館
1.はじめに
生活科学科の授業では.キャンパスを離れて
実地に体験する見学を数多く取り入れている。
現在はネット社会となり.居ながらにして多く
の情報が入手できる環境にあるo しかしそれ
は主に視覚を通じた受動的な情報が多いと言え
る。実物に接することは.そのスケール感や素
材を理解し光や風を感じる貴重な経験となる。
また見学に行き観察するという能動的な姿勢は
設計やデザインをする上でも重要だと考えてい
る。
学科の住居・インテリア系の授業では江戸東
京たてもの困.川崎市立日本民家園，住宅展示
場等に見学に行く。前2者には歴史的な建物が，
後者には時代の最先端を行く住宅が展示されて
いるo本稿では江戸東京たてもの岡(以下たて
もの岡と略称)を対象によりよい見学を実現す
る方法について検討したい。
これらの施設の建物を廻る見学ツアーにおい
てガイドブックの果たす役割は大きい。者応の
h!iDltに並ぶこの種の出版物も多く.たてもの閣
からもオリジナルガイドブックが出版されてい
る1)。同時に.ツアーにおいて見学者を案内し
解説するガイドの役割も大きく.ツアーの効果
に対する検討も行われているヘ特に複数の異
なった建築が混在するたてもの闘では.建物相
互の関係に着目したり.通常と違った切り口で
説明したりすることで建築を多面的に理解でき
る可能性が指摘される九たてもの園では1996
年よりボランテイア活動が始まり.現在約190
名がボランティアとして登録している。
岡内ガイドは.ボランティアにより定時
(13 : 00から 1時間程度)と団体ガイド(要予
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約)を笑施している。一方.教育する側からは
比学:だけでなく. レポートを脅かせると教有効
採が上がり.レポートにはテーマが必要となる。
現在は「現代住屯が伴たもの.失ったものJい
うレポ トー諜泌を与え. 自分の今の{七まいと展
示されている住宅とを比較させている もう少
し専門的なテーマに絞り込みたいところである
が. 1年前期の'芋'tが小心であること.ft肘 ・
インテリア系以外の分肝に関心が強い学'tも多
く含まれること等から実現には至っていない。
ノド稿では.1~)ドたてもの図ボランテイアとし
てガイドツアーをif(ねてきた務総と.乍'1ミにた
てもの図を見学させそのレポー トを読んできた
経験とを前かし以 rの凹に挙げる 7つのキー
ワードを提案して|申|内のいくつかの辿物を取り
仁げ.解説をj凶じてfl:まいや建築を説み解いて
学ぶ手がかりとしたい。
日江戸東京たてもの園の概要
武政野地区の文物を対象とした武正長野w物館i
がすでにij役lirより)1:の顕恩1易公|主lにilてられて
いたが. 1951年 (1I(l利29年)に小金井公|剥が1m
l主lしたのにi'I:い. l'iJ公l弱から移転して武品長野郷
l: flíl として 1)日航した。 1991年 (~f成 3 年)に武
政野郷土fif~は I~J飢し江戸東京博物館の分館と
して江戸来J;(たてもの闘が1993il~に IJIJ ，泣きれた.
このため.たてものI~Iは旧武蔵野郷仁fklの資料
も引き継いでいる。
現在たてもの|申|には30~の土l!物が移築保存さ
れ公開されている。これら301Jliをぷlに示した。
便宜的に建物を川途別にA住宅. B 1，1f ~IIT IJf:川住
宅.cその他.OH脱届等に分1tiし.名分知内
でさらに1. 2…の併U-を付した。本総ではこ
の箱二号・をmいる。|立|・写真柄lには本航内のl立1.
写真の番号を1ft!.した。
時代欄は各il物のil設年代を江)i. IYJm.大
正.昭和戦liJの4つに分けて記した。機式欄は
厳?I'i:な様式を不すものではなく.外観の特徴を
大まかに分かり劾く手n)!孔洋j瓜. -7H以il築制
の3区分に分けてJ己した。
たてもの図にはil物の他にも都m.自liパス.
郵便ポスト等身の川りにあったものも数多く展
示公開されている。
m.建築を読み解くヒントとしての7つのキーワ ドー
1.仮設建築 (たてもの凶ビジターセンター)
たてもの|却のエン トランスであり阪となって
いるビジターセンター (1光肇殿)(C-I .図
1 )は紀元26001'':式典山}の会場として山川外
苑に造営された仮設住築物と考えられるが.式
典終f後の19.1l1'f:8 ) Jに小金井緑地へ移築され
た。その後.文部干?の国民純成所となり使JtJ
され. [j災後の19541'1:'には武蔵野郷 1:加となった。
さらに. たてもの I~llの |片山lに合せて l'内側iì され.
ビジターセンターとそのj目途を変えて現イEまで
使われている。
また.たてものi品|にも茶室会水内 (0-4 ) 
が移築されているが.茶室はm途こそ変わらな
いが移動することが多い。園内にある二)1・家
(A-7 )とも|則辿が深い卯l出はJ;rhli→点以→大
機→火山とその所化地を変えているi13)。それ
を日本建築の仮設性といってよいのかも匁lれな
いが. I反設li築と呼ぶことはない。モンゴルな
どで比られる遊牧民の組立式fl:附ゲルもliJじと
~.えるであろう 。
仮設とはjよ俳9iでは「必要な時WJに仮に作り
設けること」とあり.一般的に仮設建築は一定
JUIf日使川した後の撤去をliij提としたil築物でプ
レファプの仮設住屯.m~ifìなどであるとJlll解さ
図1 ビジターセンター(1I I X II~股)
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表 1 江戸東京たてもの聞に移築保存されている建物30棟一覧
用途 |番号 ， 
I A-11天明家
名称 時代 様式
A-21吉野家
A-31八王寺千人同心組頭の家
A-41綱島家 |図 2
A-51高橋是清邸 1 1 明治
A住宅 1 A-61西川家別邸 1 1 大正
A一71三井八郎右衛門邸(※) 1図11"'13 1明治~昭和
A-81前川国男邸 |図3、7 1昭和戦前
A-91田園調布の家(大川邸) 1~6 I I.....:...:.::::::.:::.~..:.::.....~..:::.:.....:-.::...::....:.:::~.:.:.....................f:::::..~..............................1 大正 |洋風
A-101小出邸 |図5 1 
A-111デ・ラランデ邸 |図4 1 明治
B-11鍵屋(居酒屋) 1 1 江戸
B-21小寺醤油庖 1 1昭和戦前
B-31仕立屋 1 1 明治 |和風
B-41川野商庖(和傘屋) 1 1 大正
B-51大和屋本庖(乾屋) 1 1 
1..............................................+....................1 ト一一一
Bー 61丸二商庖(荒物) 1図14
江戸
和風
B庖舗
併用
住宅 B-71武居三省堂
B-81花市生花庖
看板
昭和戦前|建築
B-91植村邸
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れている。 建築~，~iWWにも仮設計・可として「一
定のJUIIIJを定めて市:Ifを受けた仮設il築物につ
いては.ill築基準法の一部の規定を除外するこ
とが1'.米るJ(建築JL準法担~85~会第 5IJi) とい
う胤定があり. i.tiltの一郎緩和を'1:けることが
/L¥米る。
しかし「仮」とlIっても建築物の川途やそこ
での人々の行動を規定するものではない。来日
本大詰災の仮設住宅も本米は2年という限定さ
れたJUJIIJ使用されるil築物である。しかし被
??が甚大で広範聞であるため.街づくりから始
めなければならない状j兄にあり. l~JUIの{史ITI を
考える必要性から}，'f11:1'1:の向上が泌組として 上
げられていた。仮設住定といっても11:む人には
そこが終の後家や1"1¥の場所になり.人'1=.の屯
要な-1判。iを過ごすことには変わりはない。仮
設建築という苫~はあってもそこでの似の人生.
生活はあってはならない。「仮Jとはあくまで
も作り.ワえるflの.fIl論と考えてよいであろう。
建築はいったん完成すると.設。n-.r，・の与えや行
政の想定を縫えて使われていくものである。
2，建築を似イがするという こと(点以駅とデ ・
ラランデ邸)
たてもの閑の1的はホームページでは「現J色
保イがが不可能な文化的1，lIi1むのz;5いlhT!と的建造物
を移築し組元 ，f~~が ・ 泌示するとともに.i't
if(な文化遺産として次代に継承することを 1指
していますJとある
一般的には.近年gilt姐になったベ詑-U釘iの
ように失われたil物を峻日時の姿にl'ト現するこ
と.あるいは~f~illil に)，~づく場合を fí~)ëJと 11予
ぴ.改修~ii;で元のj彩が'Pi.わっていたものを、月初j
の安に民すこと.あるいは|日時の部11や材料を
できる|決り使川して，世，\1'1立lh等の資料lこ J，~づい
てT!Jilされた場合を fi反応uと使い分けている
たてもの聞はrI事物tifUなので移築された建
物は}J;lWIとしてtWJ;(である。7I)iq. JUj(こil築さ
れた綱山家 (A-4，1刈2)は復以前の.l:UJで
現代胤に改変されていたil物を↑，'Hi( (J-<ifWkl~jí分
図2 綱山首<.低い軒とイ{場なの牧
図3 ，ìíl川閥リJJ郎五 .J'勾配切 lt， 能{f:}王1fh~悦
などの内装)と合わせて昭和初JUIの安に復原し
ている。J7野家 (A-2)は71:)I後JVIにil築さ
れ.武縦型f郷 1:釘ill.HtのIs羽138{1'-に吋i時使われ
ていた妥に近いj彩で移築されて.ほぼその叩1.'1'
のままで保作されている。その紡W:.綱山家内
部では取り持えられた新しい~1:の小に印lilll砕か
らの大:nれが作(1:したり.Itf型f家では茅.llhl似
とすりガラス人りの木製ilJt.がiU{.r:したりと
いった発比が/1¥米る。前川同リJIJlI(A-8. 1立1
3)はlij1 11家の i~~ JnH別荘に{栄作されていた古11
4オを北に. ill ~おさ れたIIHjfII17{1'- 叩1.'1'の安に ~~IJ;\
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されているが.インテリアは'り:!l資料が伐って
いるlI(j和30年代の姿で，'}jJl.されている。
l毛JUIにわたって使い絞けられた建築泣践の多
くは.ill築当初Jの安から多くの改変を}11えら
れ.場合によっては川途も変っている。従っ
て.修君主や移築の際に的以内攻も合めて.とど'0の〉
H 
された東京!駅i岩訳!代tの場f合?は.i災災後修Jll[を受けて使
川されたJUI問の方がむしろ長い。しかも. 'rUJ;( 
されたのは戦災で焼け必ちた部分であり.品調1
な資料に基づいた'rWJ;(とは si・いながら新しく 作
られたものであり.その'rWf，(，lIi'町には多くの疑
1Iが14された。うがった比)jをすれば J↓~J;(駅
ml Jl1 の，'}1m発il l) と介せて. 敗戦 ~II、?のみすぼ
らしい安で修復するのではなく.mill叩l与の!((;
腿(? )な姿に戻すことで.全体の不動P凶lIil(
をJ("Iやすことを狙ったよう にも思える。
たてもの図でもデ ・ ラランデJ~; (f¥ -1 1. 1:;( 
4 )では当初の姿ではなくil築家デ ・ラランデ
がI，'f住していたH与JUJに旬以しさらに保存と米
I{rl.fi'の利便性向上のために 11椛は i:にカフェス
ペースとし厨房とバリアフリー対応の似所と
を設け.空調設f~ü. エレベーターも'rW);(il!物に
設irl~ している。
il築は美術 ・工芸品とは見なって泌ぷケース
や収il~ hl;:に入れて1~~t~:することはイ.; IIr íì~である。
しかも.建築を鑓1't. .fl1!.Wf，するには|人J;'~i\に人り
図4 デ ・ ラランデJ~I IJ ' 火ノバガラスlI.'i り m~分がエ
レベーターシャフト
見学:するだけでなく場合によっては佐川するこ
とも必要になか似作とは物思的に反すること
も多くなる。また.ill物の維持には将泌でもコ
ストが掛かかましてオリジナJレに近いままで
保存するとなると続消的な寝付けが必~になる。
現在は.歴史的なilji物でも多くの場合戦l術的
な利用活川方法の般紙的な泌I;fjがぶめられてい
る。 デ ・ ラランデJ~\や点点駅舎. lIt ~と的建造物
のブライダルホールへの1ii;川はその一例と7i・え
よう。
3.氏家と交1外11:宅 (綱山家.Jj野家と近代三
おU)
江戸rl'JUJの綱山家 (A-4. I}(I 2)には低い
粁とシシマド.行場合:てのれが比られ.たても
の図の民家の'1 'では I 'î式を践すJr~で~W);( されて
いる。江戸後WIのJj野家 (A-2)はIH手130年
代の使用されていた姿に近い形で移築保存され
ている。どちらも山・くからの建築材料で作られ
た造形であり. }.'cl艇を例にとればその勾配は45
度で一般的な茅且:出似の勾配になっている。瓦
.Q:の屋被勾配は1. 5・1・ilSIといったと ころだ
ろうか。これらのぶ.瓦といった伝統的な建材・
を使用する民似の勾配はそろい.形態と材料か
ら統一性が!必じられる。ぷ材の特1'1:と締じ1'1:そ
して屋根の品目~，tlIt も7tめたイ刊1[1'1: をも ち . 長い川
に多くの人のイ~ :1'J: tこよる r~!境に適応した};H!~の
シルエットは私たちの1にも美しく I!k:る。
一方たてもの|虫|で近代そ械と呼ばれている小
Hl 邸 (A-IO目|立15 ) . lij 1閥リJJj¥(f¥-8. 1記1
3) 回国訓イliの家(大川邸)(;-¥-9. 1}(16) 
は出線だけとって比ても.そのj惨状.勾配はパ
ラパラである。これらのil築は1li:t，なil築家.
もしくは.その'Jj.務所で働いていたil築家が設
;fj-している。1本ではil築家は仁川i大や校“
で初めてft成され.その後I俄業として鋭、li:して
いった。そのため.1-1，:の近代化を1指す彼ら
によって作られるil終には.伝統的な形態.下
法が使われることはまれである。
近代三械の};HUはぷ材こそ利瓦でありながら.
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図5 1)、IH邸
図6 ITI量l調布の家
日本で飴めての.ill築迎jf9Jと言われる「分雌派J
の-uであった婦口約巴が設計した小/1¥邸の白
線は.オランダのアムステルダム派に影科され
たと思われる急勾配の宝形である コルピジェ
とレーモンドの元で学んだ前川は. 1.(泳.を思わ
せる伝統的な5、J'勾配の切妻屋伎を選択しなが
ら.キングポストトラスで支えた rに大きなl次
抜けのサロンを設けている。凹i取i品M.{jiの家の1&
;11-者三.)1:辺見はIj'(，J日1{;[一郎事務所の所uで. ド
イツ下比liJIiのi下filiMlの外観に合わせて級勾配の
干:f.sliの組み合わせをとっている。いずれも設計
.r.-の立I主lのもとにデザインされた民艇である
現在.点以近郊でありふれた光jitとして弘ら
れる縫Hき一戸建て専用住宅。手1)~瓜のli..lJ • モ
ダンな片流れ. Itil孜j瓜の赤瓦出似18Fのデザイン
は不jfVJ政 J~ .r.'やハウスメ ーカーの!収必Jj役 la~ゃ施
主の魁l床によってiためられていく。j是JUJの住宅
ローンと引き換えに一般のサラ リーマンが手に
することが/1¥米る胤張.そこにはもはや近代以
前の町並みの抑制された統一感をみることはで
きない
4. il築とi1dlt(前川邸.万世i旅館)
たてもの|出|では移築時JUJが災なるill~が被数
存在することから.建築を税!UIJする法fltが改正
される，ifと後の.ill築ではその対応に迎いが見ら
れる。身体|取得.r.-.高齢者対応、が現代の.ill築に
は求められているが.バリアフリーの45・え}iを
具体的な例で見てみたい。
前川邸 (A-8)では縞鋼叙をJlll¥し窓の敷
居にJEし掛ける簡易なス ロー プ (1記17)を設け
ている。)j:徳旅釘i(C-2)には，if川邸より緩
やかな勾配のスロープ(国8)が設けられ.勾
配の始めと終わりに貨色の注意喚起プロックが
付いている 両.r..の違いは移動ドj滑化WiHの
施行，ìíJ後の ill築的な対応、のjÆいを示す 'J ~例と 3
える。
エレベーターの設問方法についても.ベJI:邸
(A-7). 'ì;\'1~fìち]工場 (B-1 1. I立19)では既
存建物の'11に1立たないよう に付加されている
のに対し.デ ・ラランデ邸 (A-ll)ではち:11
4に見られるように布側の復原.ill物とそのた捕
のガラスJhiりのエレベーターシャフトではデザ
インが対照的である。これは移築H釧UJの述いに
よる彼J;Us築物に対するバリアフリーデザイン
の方向性の述いを不している。
またよく取り仁げられる法律と辿築的対応
との|刻係示す例として.木造.ill築の外在日を変え
た準防火j也城 (大JE8年公;(Ii. 市街地辿築物
法)の誕生がある。 木造で準防火地域に~;，比さ
れる防火性能を満たす為に.当時は外から木の
見えない「大略jとする必要があり.この構造
は関東大淀災以後も現在に至るまで続き.向街
度な木造.ill築による都市長観をかたちづくって
いる。
たてものIÎtl に 5 株ある看板ill~ìlll (ぷ 1)で
も村上村'/，'Hi: (B-10. 1~1 1O)は木造 31椛 ill て
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x物からH:まいとil築を学ぶ手法について
の3階手摺が和風でありながら，その外観はイ
オニア胤の列柱と全面をモルタルで控り込んだ
「大壁」とで構成され.全体的にはギリシア ・
ローマ建築の石造り を想起させる。洗練されて
はいないが防火対策と意匠性を阿立させようと
している。
社会の綴々な要請に.建築は対応が求められ
る。しかし建築の評価は最終的に完成した建築
全体によるのであり，法律や機能を ìl~jたすのに
汲々としていては良い建築は生まれない。バリ
アフリーなどの大きな社会的責務は.ill築的な
解決方法の良し慈しだけでなく規制の内科も合
めて.そこに係る全ての人が考え発コ-して改汗
していくべきものであろう。
図 7 iIIj川岡男邸のス ロー プ 1'央に紛鋼板の間払
なスロープ
図8 万徳旅館のスロープ スロープの始りに此色
い注意喚起プロックが:没ìi/l~ されている
図9 常惣台4:Ji場 似のR~II分の1Mにエレベータ
ーが設Iliされている
図10 村上利11~::' t 会I(ijがモルタル検で.防火対策
(延焼防止)とられている
5. I!~院と数fff屋 C--:) I:邸 11:6締J止w尽10
西洋建築にはギリシア ・ローマ→ロマネスク
→ゴシック→ルネッサンスという編年史的.あ
るいは.発展史的な械式 (Style)が存在する
が. 日本建築には存犯しないと コわれることが
ある。しかし寝殿造り目。1::1流造り.数寄屋造
り.や1ね:の昔ftiEり. ;(，手1;立りと ，?ったJftにでも
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知られたil築機式は存在している。巾でも.武
tの対而の場として成立していった「JF院Jと.
茶会という限定された用途にから始まった「数
待出Jという意匠は戦前.戦後の和風il築にま
で影特をワ・えていて身近であり. IJ本il築を鑑
抗するひとつのキーワー ドと言ってよい。
二三)I:ml(A-7) 11併の接客スペースは特1].
食';:t(1封11. 12)の2室からなかぶ者Ilili小路
にあった宍)1:北家の屋敷から移築されたもので
ある 2宝とも張付壁.化粧格天井. 1人l法長引11 •
)()Hdlllが)IJいられ.釘隠しは桐Jilし紋じrIi:製
で.川院j立りでも絡式の高い造りとなっている
これに対し fJE僑是iJI邸 (A-5)は.liJじ
S院itりでも天井は仏聞を除いて竿縁天)1:であ
り.壁は砂慢で.三井邸に比べると親しみやす
い造形である。さらに2階の是清の..!，t斎.寝室
は天)1:が 11務より低くなり.長押の釘隠しはな
く.縁側の桁梁も I階の桁梁は角材ーであるのに
対してJf'iき九太であり.一府私的なスペースに
中1応しい造りとなっている。
-:)1:邸においても.望海床(1当13)はli"I従と
して大般の別邸に建てられたもので，土岐 A字
紙k)I:.I市j主付の床柱.竹の務し崎けがはられ.
iω11は1勺liIJの竹が)f]いられている。同じ建物|人l
でも隣接する接平等スペース(写真1，12)とは
対照的な数得屋風デザインとなっている
建築やその意匠には身分や格式と7?った比え
図1 : JI:J!l1 符1 J[而床のHlJ.イiT'に泌い捌.
f.J II~院(いずれも締(-Pl~を意殺して向く作られ
ていることにi主立)
図12 : JI:J!l1存IUから食堂を見る 仁からk)J:!.毛
引1 1 • )Jの'I':くずしの欄11.内法.ll.j11
図13 ~ Jl:J!l1 <W毎床竿縁天井.上慢の~旬以胤
デザイン
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ヲミ物からH=.まいと建築を学ぶ手法について
ないものを悦党化したり.茶室のように茶道と
いう 思想を表現したりする役抑がある。また
茶道という伝統的な行為が主体になる茶室は.
f2j:しJi18)が各所に作られている。阿i羊建築の
様式を学んだ1.-1ζの建築家たちも.学校→教ft
の場でもある修道|淀("，1:教会.ill築)→ゴシッ
ク.ill築といった線式の選択をすることも多かっ
た。学校は教育の場にふさわしいゴシック線式
で.銀行は銀行としての1J頼感を 'jえるギリシ
ア ・ローマ風の古典主義.ill築.過去から定形
化したシンボルとしてデザインされて米た。モ
ダニズム建築の.ill築，ilt徒である欽とガラスの
カーテンウオールでさえイ斗1:ピルにfl応しいシ
ンボルであった。しかし1990年代以降のグロー
パル針本主義は.ill築デザインに対してー附.尚
1ilIとしての芯別化を決::;j(するようになったよう
だ。派!とやmJlnIの環境..ill築の機能にも紛られ
ないイfr，.il築家による技術liや石絞までも舵絶す
る辿築のII¥JJ!である。Jヒ;i(の CCTVなどに比
られるデザインは.コンビューターのデスク
トップ_1".のアイコン的組築ともH千ばれている。
ALWAYS二J"lIのタ 11fl;Hl30年代Jの胤以
はilい過去のものになり..fJ!代の 刊Jtたちにと
って T~i;:必 (C-3) i[i(ijのiJf倣}!ftlも践似のシ
ンボルというよりlI;j利H与代の象徴なのかもれな
し、。
しかしいつのH判tにあっても.ill築ははえな
いものを悦:ri:化し . フ~ 1 :iJとして体現することを
;Jとめられていることは食わらない。
6.惜の.il築.Hと奴:の.il築 (JjIt怖のうど併と
III~術品;fi止11)
制):占家(八ー 4.1立12)の併にIlHまれれが狭
いlIiJ附で抜ぷH行い内部と.山if，~).止i'iJ日I(!¥-
5 ) の必波紋小m~のれ以外は~fì ど.illHで併J反さ
れた定l人jは対照的な.ill築宅UlJである。どちらの
例も 「れと後で構成されるJ1I.-1.:.ill築は構造材
である.-tJとれ-のIJをどうJ及うか1'1山):I[カf17iいこ
とを示していると』すえる。綱J;b家のように木勝
ガラスの建具にすることも可能である。
-)，.万世1I!iのうど番 (D-5)は煉瓦を斬み
1-.げた「控」で作られた建築なので.控にIlHIl 
をあけるのに工夫ーが必要になる。IJfJ口部の上部
をアーチ状にしたり.石のマグサを卦け渡して
蛍の煉瓦がjujれ務ちないようにする必裂がある。
従って.普通は窓や出入口等のIJfll部は力学的
に安定する縦長のプロポーションとなる。また.
IJf.J口百1¥に取り付けられる建具も.{裁長のIJfUが
可能な日本建築に多く見られる引述いではなく .
縦長のIJf.J Ll を生かした上げ下げ~やIJfJき窓)JJ¥
が使われる。椛j立的な制約が窓のIJfJI~~)，法とい
う納まり(デイティ ール)にまで及んでいる例
と言えるであろう。また木造でも軒を切り詰め.
:窓を縦長にすると洋館j瓜に見える。
示板建築である丸二商応 (s-6.図14)の
外壁は汀.戸小紋をモチーフにした銅版J!，ljりであ
る。正而21併は16-17世紀のオランダ建築に良
く凡られる袋町li的な破}!ftlであるダッチゲイプル
)!ftlのパラペッ トと縦長の上げ下げ窓、でオランダ
}!ftl洋館に見えるが. 11礁は荒物屈Ig~11ìとしての
を組んで 1:で本ぐことも.込山1却のように令て 図14 九二 l郎防}，li~lfiのだ奥は!日l時に移築された氏以
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実m性を兎視して全而引退い戸である。複数の
デザインが混在して全体として看板建築らしい
意低となっている。
I'iくからのU本建築には 4で取り上げた
「大略」ではなく.杭.梁.1'tといった機造材
が比える「点控」が多く)f]いられ.柱や梁が建
築を支えている僻造が視覚的に判りやすい。組
有titは平而|立lを見ればl厚い壁には大きなブJがか
かっていることが理解できるが.ゴシック建築
のフライングパッ トレスやリブヴオールト仰)
図15IIm;f院主催向持見上げ
1目白艇院霊屋(肉符節分)断面
轟木'.先鑓を飛えん垂木 ・突は地垂木と呼び、
このこ11:の垂木がある情造を二府と言う.
指木 :!1棋は喬木でなく絡木によって支えられている.
図16 Ill l'l;lJI院~'Jffi 向持断面図
ギリシア神殿のダIJ伎のような一部の例を除くと.
力の流れがやlりやすく表現されている例は少な
い。日本建築でも 1白証|淀盆屋 (0-1. 図15.
16) の出似の軒~に見られるこ亙の垂木は. よ
く見ると出艇と勾配が災なっていて垂木が屋
艇を支える構造材ではなく化粧材であることが
判る。
ブルネJレスキーによるフイレンツェの大聖
世iI.101のドームも外)'&と内般を持つ二主構造と
なっている.また1'1止ゴシック教会堂の石造ヴ
オール ト天:11:には木造の勾配出似がかけられて
いる。「材'Ij:iii体と|人l包される宅1りがそのまま外
観に反映される」というfiJ1l的(こ思える版理は
il築にはあてはまらないことが多いと言える。
7.建築と放地 (三1:邸 liij川邸. ITI主1;調布の
家)
il築物とは 「上j也に定，{(する工作物のうち屋
似及びHもしくは控をイIするもの (中略)をい
い.建築設備を合むものとするJ(建築基準法
第2条)とされている。たてもの闘では.前JII
邸 (A-8 ) の ア プローチ. 小IIH~I (A-10)の
辿物と道路の|則係.天IYJ家 (A-1.1>;(17削 ))
の長屋門と屋敷の出IF.れさす;に見られるように，建
築物のみに|以らずそのJl;iIlHも含めて移築前に近
い姿をIlf現しようと仁夫されている。
il築を>Lるとき奇抜なデザインや大胆なl次抜
けなどにけが行きがちであるが.建築は敷地と
その)，1iJIJMの環境によって成り立つもので.建物
の敷地I(fi.fl'(を知lっておくのは無駄なことではな
い。例えばlij川閥別邸の敷地は約150坪.小出
邸とLUI~tl 溺iJ，{riの家 (A-9)は共に約120:VJ'.麻
布r.PlfにlI(j.f1l27{ドにil築された三井邸 (A-
7)は約12001'1'.そして.戦前の今井町にあっ
た点点の三)1・本邸は13.500.l5J<と10倍ゲームをし
ている!必じになる。さすがに一万坪を越える三
;11邸の建築は問聞の環境に作JTされることなく .
敷地内に本fkiの他に.JTJ途に応じて饗宴場.能
舞台.温室.新fu1. ~茶室主事が点在している。
Ii川倒見邸 (A-8.同 3)はサロンのl次妓
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実物から住まいと建築を学ぶ手法について
けが見学者にとって一番の見どころであろう。
しかし寝室に隣接するトイレと一体化したホ
テルタイプのパスルームが，当時(昭和17年)
敷地周辺に完備していた下水道により浄化槽な
しで成立していたことを知る人は少ないであ
ろう。一方.田岡調布の家 (A-9.図6)は
大正14年の建築当時は開発途上注12)の郊外住宅
地にあり.水洗便所には浄化槽が設置されてい
た。また，ガスが完備してない為に台所や暖房
の熱源には電気を使用している。ちなみに.常
盤台写真場 (B-11)が建てられた常盤台は戦
前最後に開発された郊外住宅地であり.上水道.
ガス.電気のみならず下水道完備の健康住宅地
として昭和11年から販売され.今や東武東上線
沿線でも有数の高級住宅となっているo 悶闘調
布.常盤台以外に戦前も学校法人系.土地会社
系.信託会社系，電鉄会社系などが事業主体と
なって郊外住宅地が開発された。当時の新中間
層であった会社員.会社役員.官吏等に向けて
売り出され.割賦販売や住宅展覧会の開催.電
鉄系では鉄道優待券等によって販売を図ってい
た。小出邸の敷地は福山藩主阿部氏の宅地開発
によるもので.前川邸の敷地も徳川山という分
譲地のー画だったようである。
前川邸の建っていた敷地は現在では周囲にR
C造の建築が立ち並び竣工当時の眺望は望めな
い。耐震性の問題をクリアしたとしても.防火
地域又は準防火地域内の建築物は一定の防火性
能を満たさなければいけないという建築基準法
の規制により.たてもの闘で我々が目にする全
面杉の下見板貼りの外観の前川邸は現地には再
現できない。
建築は土地とは切り離せないものである限り，
土地に関する法規制が変更されたり土地の評価
額が上がることによって.今までの土地利用が
困難になることが多い。麻布にあった三井邸も
相続税を物納する為に敷地を手放した結果.た
てもの園に移築されて来た。自由主義経済の下
では歌舞伎座の建替えも現地に歌舞伎を演じる
場を残す為には止むを得ないことなのであろう。
N.結び
皿に挙げたキーワードは今までの実地の教
育・ボランテイア活動から経験的に抽出してき
たので.以下に若干の説明を補足する。
民家や伝統的な和風住宅に見られる自然環境
への対応方法と材料の使い方.また近代建築の
発展に大きな役割を果たした環境装置(冷暖房.
J!日明など)という視点も加えたいところだが.
園内の建築や他事例(民家闘・住宅展示場)と
の関連を考えて省いている。
1.仮設建築は阪神・東日本大震災後の仮設
住宅から住み手(使用者)の視点の重要性を再
認識したことによる。 2.建築を保存するとい
うことでは.建築の保存と復原の実態を少しで
も知ることで現在の建築を考える機会になるこ
とを期待している。 3.民家と郊外住宅はアー
キタイプ(建築の祖形)と言える民家と近代以
降の建築のあり方の違いを簡単にまとめたもの
である。 4.法律と建築は建築が社会的な存在
である為に避けらない.身近な法律との関係の
一端を示す意図からである。 5.書院と数寄屋
では建築の持つシンボルとしての役割と現在の
状況に注目した。 6.壁の建築.柱と梁の建築
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では建築を物理的に成立さている構造と意匠と
の関係の判りやすい例を示した。 7.建築と敷
地は言うまでもなく建築を建てる為に必要な土
地と建築の関係についての考察である。
各キーワードの掘り下げ方が必ずしも十分で
ない点はご容赦いただくこととして.本稿を基
に見学者自身のオリジナルの事例等を加えるこ
とで新たな展開も可能になると期待している。
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注1) 看板建築とは.関東大鍵災の復興期に登場
した，商庖建築の伝統的な町屋の表側についた
てのようなファサードを立てる特異な構成をも
っ建築の様式名である。
注2) 西暦1940年(昭和15年)が神武天皇の即位
から2600年に当るとされることから.同年1月
10日.宮城前広場で「紀元二千六百年式典」が
開催された。関連事業のため.東京府は同年に
小金井.砧.神代.舎人.水元.篠崎緑地の6
ケ所の大緑地合計侃8haを都市計画決定し事業
化した。
注3) 知庵は元和4年(1618年)に.織固有楽に
よって.京都建仁寺の塔頭正伝院が再興された
際に建造された茶室と言われている。明治6
年(1873年)に正伝院は永源庵跡地に移転の際
に.祇園町の有志に払い下げられた。その後三
井家の所有になり明治41年(1908年)に東京今
井町の三井本邸に移築された。小出邸の設計者
である堀口捨巳は今井町から大磯別邸への移
築(1938年)に際し考証相談役として関与し
(1936年).愛知県犬山の有楽園への移築復原
(1972年)を指導した。
注4) 東京駅駅舎の建て替え計画は.1999年(平
成1年)から2000年(平成12年)にかけて検討
され建築当初の形態に復原することに決定し.
500億円といわれる復原工事の費用は丸の内地
区の再開発ピルへの容積の移転で賄われた。復
原工事は丸の内地区の高層ビルへの建て替え事
業と並行して行われ.復原工事は.2∞7年(平
成19年)に着工し2012年(平成24年)10月に竣
工した。
注5)伝統的に屋根勾配は tan8で表わすので.
5寸は5/10勾配になる。
注6) 明治政府によって1871年工部省に工学寮が
設置され1873年に大学が開校する。 1877年1月
には工部大学校に改称し.1886年の帝国大学令
により東京大学工芸学部と合併して東京大学の
前身である帝国大学となる。辰野金吾は工部大
学校造家学科1879年の第1回卒業生であった。
注7) 高齢者.障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律(平成18年6月21日法律第91号)
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実物から住まいと建築を学ぶ手法について
通称、はバリアフリー新法。高齢者.障害者等の
自立した日常生活及び社会生活を確保すること
の重要性にかんがみ.公共交通機関の旅客施設
及び車両等.道路.路外駐車場.公闘施設並び
に建築物の構造及び設備を改善するための措
置. (中略)その他の措置を講ずることにより.
高齢者.障害者等の移動上及び施設の利用上
の利便性及び安全性の向上の促進を図り. もっ
て公共の福祉の増進に資することを目的とする。
(法第 I条)
注8) 写しは. 日本の伝統的な芸術の世界で.先
行する手本(本歌)を棋倣する手法として一般
的に行われている。
一茶室建築の場合も茶匠の精神.美意識の継
承という求道的な側面が加わるようになる。そ
してこの時期(利休の詫び茶完成後)から「写
し」は.茶室における伝統継承の有効な手法と
して盛んにおこなわれるようになる。大和智
“茶室の「写しr建築雑誌199011:'3月号
注9) フライングパットレス(飛梁)やピナクル
(小尖塔)は構造上の有効性が認められている
が.交差ヴオールトのリプは視覚的に力の流れ
を連想させるが榔造・施工上の有用性は認めら
れてない。
ーまもなく頂線にもリプを加え.さらにリプの
造形効果をヴオールト全体に求めていった。飯
田喜四郎「ゴシック述築と構造合理主義J建築
雑誌2∞4年10月号
注10) フイレンツェの大型堂.正式にはサンタ・
マリア・デル・フィオーレ大聖堂。 1418年ク
ーポラ(ドーム)はプルネルスキーの案によ
り1420年に建設が開始され. 1434年に完成した。
プルネルスキーはルネッサンスを代表する建築
家の一人。
注1) 図17は武蔵野郷土館時代の1990年に岡田が
スケッチした略図である。
注12) 問問都市株式会社の開発は宅地造成が先行
し先行する洗足地区が大正1年6月に阪売が
開始された。同12年8月の多摩川台地区(現在
の田園調布)の阪売開始には鉄道(目黒浦田電
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鉄)の敷設が間に合わなかった。また.田園調
布は公園を含む道路率が18%に及び.同心円と
放射状の町割りからも開発の中心だった渋沢栄
一の理想主義が垣間見える。
